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Clock  Pulse の
幅は少なくとも
Δｔ= 0.3  以上
必要となる。

Δt = 0.3以上で RSFF( ) は動作する。



NAND型Flip-Flop回路 RSFF(  )の動作説明

[1](t)

CK(t)

Q(t)
invQ(t)

0

1

0

1

0 1

=1

=1
0

1

=0

=1

1

0

t<0 t=0

1
1

0

1

Clock  Pulse の
幅は少なくとも
Δｔ= 0.3  以上
必要となる。

Δt = 0.3以上で RSFF( ) は動作する。



NAND型Flip-Flop回路 RSFF(  )の動作説明

[1](t)

CK(t)

Q(t)
invQ(t)

0

1

0

1

1

=1 0

=1
0

1

=0

=1

1

0

t<0 t=0

1
1

0

1

t=0.1

1

0

0

1

Clock  Pulse の
幅は少なくとも
Δｔ= 0.3  以上
必要となる。
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Δt = 0.3以上で RSFF( ) は動作する。
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幅は少なくとも
Δｔ= 0.3  以上
必要となる。

Δt = 0.3以上で RSFF( ) は動作する。
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幅は少なくとも
Δｔ= 0.3  以上
必要となる。

Δt = 0.3以上で RSFF( ) は動作する。
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Clock  Pulse の
幅は少なくとも
Δｔ= 0.3  以上
必要となる。

Δt = 0.3以上で RSFF( ) は動作する。
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Clock  Pulse の
幅は少なくとも
Δｔ= 0.3  以上
必要となる。

Δt = 0.3以上で RSFF( ) は動作する。



NAND型Flip-Flop回路 RSFF(  )の定義

/************************ DCDL Code **********************

define  RSFF( ){    input CK,R,S   ;    output   Q,invQ ;

memory  QQ,invQQ ;

[S][CK]NAND(1)--->[1]          ;            [CK][R]NAND(2)--->[2]  ;                
[1][invQQ]NAND(3)--->[Q]  ;     [QQ][2]NAND(4)--->[invQ]  ; 

[Q]--->[QQ]    ;                   [invQ]--->[invQQ]  ;     }

*********************************************************/

/1 /1



/************* DCDL Code *******************************

define NAND( ){    input A,B ;  output C ;  memory  CC; 

C=CC;     CC= 1 - A*B ;  }

************** C-program  Source Code ********************/

int NAND(void){  

NAND_C[iNAND]= NAND_CC[iNAND];
NAND_CC[iNAND]=1-NAND_A[iNAND]*NAND_B[iNAND]; return 0; }

/*********************************************************/

NAND回路 NAND(  )の定義

A
B

C

A        B         C

0        0         1
0        1         1
1        0         1
1        1         0



NAND型Flip-Flop回路 RSFF(  )の定義

/************************ DCDL Code **********************

define  RSFF( ){    input CK,R,S   ;    output   Q,invQ ;

memory  QQ,invQQ ;

[S][CK]NAND(1)--->[1]          ;            [CK][R]NAND(2)--->[2]  ;                
[1][invQQ]NAND(3)--->[Q]  ;     [QQ][2]NAND(4)--->[invQ]  ; 

[Q]--->[QQ]    ;                    [ invQ]--->[invQQ]  ;     }

*********************************************************/

/1 /1



NAND型Flip-Flop回路 RSFF(  )の定義
/******C-program Source Code ***************/

int RSFF(void){ 

iNAND=1; NAND_A[iNAND]= RSFF_S[iRSFF]     ;
NAND_B[iNAND]= RSFF_CK[iRSFF]    ;

NAND( )                          ;           
RSFF_1[iRSFF]= NAND_C[iNAND]     ;

iNAND=2; NAND_A[iNAND]= RSFF_CK[iRSFF]    ;
NAND_B[iNAND]= RSFF_R[iRSFF]     ;
NAND( )                          ;           
RSFF_2[iRSFF]= NAND_C[iNAND]     ;

iNAND=3; NAND_A[iNAND]= RSFF_1[iRSFF]     ;
NAND_B[iNAND]= RSFF_invQQ[iRSFF] ;
NAND( )                          ;           
RSFF_Q[iRSFF]= NAND_C[iNAND]     ;

iNAND=4; NAND_A[iNAND]= RSFF_QQ[iRSFF]    ;
NAND_B[iNAND]= RSFF_2[iRSFF]     ;

NAND( )                          ;           
RSFF_invQ[iRSFF]= NAND_C[iNAND]  ;

RSFF_QQ[iRSFF]   = RSFF_Q[iRSFF]   ; 

RSFF_invQQ[iRSFF]= RSFF_invQ[iRSFF]; 

return 0;  }

/*****************************************/



Clock CK(t) の定義

CK(t) 

t

define CK(t) {  intput t ;  output  CK ;

CK =  t  - (t/2)*2 ;     }

int CK( void ) {  int tt ;

tt = t - 2*(t/2) ;

if( tt == 0 ) return 0 ;

return 1 ; }

DCDL   Code

C-program Source  Code

入力変数 t  は共通( common )変数
として最初に宣言されているとします。

時間 t  が整数で奇数の場合にのみ
短いパルスが CK波形にでます。それ
以外では CK 波形は常に off です。

60 1 2 3 4 5 7

●実際の DCDL の計算では、 CKパルス波形の幅は Δｔ = 0.4 に設定しています。
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入力信号 S(t) とR(t)の定義

●わざと 入力信号に Error を入れています。
入力信号 S(t)とR(t)の値は必ず 時間 t が

偶数値整数の時のみに変化することにします。

Input  File Name  =  inRSFF_1.txt
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int S( void ) { int i ;

for (i=1;i<NT+1;i++) {  

if( t>=TT[NT+1-i] ) {  

if( SS[NT+1-i]==1) return 1 ; return 0; } }

return 0; }

入力信号関数 S(t) の定義

Input  File Name  =  inRSFF_1.txt

あらかじめ、SS[i] for i=1 to NT  ; の値を求めます。
Sampling  Number = NT = 200 ;  



Error

Error

入力信号関数 R(t) の定義

Input  File Name  =  inRSFF_1.txt

あらかじめ、RR[i] for i=1 to NT  ; の値を求めます。
Sampling  Number = NT = 200 ;  

int R( void ) { int i;

for (i=1;i<NT+1;i++) { 

if( t>=TT[NT+1-i] ) {  

if( RR[NT+1-i]==1) return 1;  return 0; } }

return 0; }
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Subroutine  Function  int inputRSFF( void )の定義

Main  Program  で Subroutine  Function  int inputRSFF( void )

を呼んで、 inRSFF_1.txt の入力dataを読み込みます。

fpA=fopen(“outRSFF_1.txt”,“w”); fpB=fopen("inRSFF_1.txt","r");

inputRSFF( );

Sampling  Number = NT = 200 ; として、

for ( i=1 to NT )    TT[i],SS[i],RR[i]  の値が print-out されます。

fprintf(fpA, "¥n¥n NT=%d   ¥n",NT); NTT=TT[NT];

for (i=1;i<NT+1;i++) fprintf(fpA,  " ¥n%d %d   %d   %d”,
i+10000,TT[i]+10000,SS[i],RR[i] );



Subroutine  Function  int inputRSFF( void )の定義

/******************* DCDL Code **********************

define main( ){  input CK,R,S; output Q,invQ;

[CK][R][S] RSFF(1) -> [Q][invQ]  ;

for( t = 0 to 200 )  print t,CK,S,R,Q,invQ,QQ,invQQ,[1],[2]  ;   }

***************************************************/
●DCDL CodeをC-program Source Code に変換したものが RSFF_1C.txt  となります。

Input  File Name  =  inRSFF_1.txt を使って、C-program Source Code(RSFF_1C.txt ) を
実行することにより、Output  File Name  =  outRSFF_1.txt に計算結果が出力されます。

/1 /1
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time CK S R Q     invQ QQ  invQQ [1]     [2]

NAND型Flip-Flop回路 RSFF(  )の動作解析

計算結果 ( outRSFF_1.txt ) の説明

初期値の設定
@ t = 0  

CK=S=R=0;
[1]=[2]=1;
Q=0: invQ=1;

QQ=0: invQQ=1;
とします。

/1 /1

Δt = 0.3以上で RSFF( ) は動作する。
Δt = 0.4 の場合
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NAND型Flip-Flop回路 RSFF(  )の動作解析

計算結果 ( outRSFF_1.txt ) の説明

CK=1 になっても
R=S=0 なので
[1]=[2]=1のままで、
Q と invQの値には
変化ありません。

=1 

=1
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Δt = 0.3以上で RSFF( ) は動作する。
Δt = 0.4 の場合
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NAND型Flip-Flop回路 RSFF(  )の動作解析

計算結果 ( outRSFF_1.txt ) の説明

S=1 になっても
CK=0 なので
[1]=[2]=1のままで、
Q と invQの値には
変化ありません。

=1 

=1
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Δt = 0.3以上で RSFF( ) は動作する。
Δt = 0.4 の場合
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NAND型Flip-Flop回路 RSFF(  )の動作解析

計算結果 ( outRSFF_1.txt ) の説明

CK=1 になったので S=1 の
値が取り込まれます。
NAD(1)回路のGate遅延
があるので、 [1] の値は
まだ 1  です。

/1 /1

Δt = 0.3以上で RSFF( ) は動作する。
Δt = 0.4 の場合
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NAND型Flip-Flop回路 RSFF(  )の動作解析

計算結果 ( outRSFF_1.txt ) の説明

NAD(1)回路のGate遅延が
終わり、 [1]=0  になります。

/1 /1

=1 Δt = 0.3以上で RSFF( ) は動作する。
Δt = 0.4 の場合
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NAND型Flip-Flop回路 RSFF(  )の動作解析

計算結果 ( outRSFF_1.txt ) の説明

NAND(3) の出力 Q  が、
Q = 1 となります。

/1 /1

Δt = 0.3以上で RSFF( ) は動作する。
Δt = 0.4 の場合
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NAND型Flip-Flop回路 RSFF(  )の動作解析

計算結果 ( outRSFF_1.txt ) の説明

NAND(4)の出力 が、
invQ =0 となります。

これでS=1の入力信号が
RSFF回路の中を伝搬して
状態が(Q,invQ)=(0,1)から
(Q,invQ)=(1,0)になりました。

CK パルスの幅は少なくとも
この伝搬遅延時間が終了
する迄の、Δt=0.3 が必要
となります。

ここでは dt=0.4 の場合の
計算結果を掲示しています。
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1 0

Δt = 0.4 の場合
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NAND型Flip-Flop回路 RSFF(  )の動作解析

計算結果 ( outRSFF_1.txt ) の説明

CK=0 になっても、内部状態
には、変化はありません。

(Q,invQ)=(1,0) を維持します。

/1 /1

Δt = 0.3以上で RSFF( ) は動作する。
Δt = 0.4 の場合
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NAND型Flip-Flop回路 RSFF(  )の動作解析

計算結果 ( outRSFF_1.txt ) の説明

NAND(1)の出力が [1]=0 から
[1]=1 に変化します。これで
[1]=[2]=1となり、最終安定
状態になります。
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Δt = 0.3以上で RSFF( ) は動作する。
Δt = 0.4 の場合
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NAND型Flip-Flop回路 RSFF(  )の動作解析

計算結果 ( outRSFF_1.txt ) の説明

また周期的に CK=1 になり
ますが、S=1 のままなので
内部状態には、変化はあり
ません。 (Q,invQ)=(1,0) を
維持します。
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Δt = 0.3以上で RSFF( ) は動作する。
Δt = 0.4 の場合
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time CK S R Q     invQ QQ  invQQ [1]     [2]

NAND型Flip-Flop回路 RSFF(  )の動作解析

計算結果 ( outRSFF_1.txt ) の説明

CK=1 の値がNAND(1)の
出力を[1]=0 としますが、
内部状態には、変化はあり
ません。 (Q,invQ)=(1,0)を
維持します。

/1 /1

Δt = 0.3以上で RSFF( ) は動作する。
Δt = 0.4 の場合
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NAND型Flip-Flop回路 RSFF(  )の動作解析

計算結果 ( outRSFF_1.txt ) の説明

再びCK=0 となりますが、
内部状態には変化はあり
ません。 (Q,invQ)=(1,0)を
維持します。

/1 /1

Δt = 0.3以上で RSFF( ) は動作する。
Δt = 0.4 の場合
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time CK S R Q     invQ QQ  invQQ [1]     [2]

NAND型Flip-Flop回路 RSFF(  )の動作解析

計算結果 ( outRSFF_1.txt ) の説明

CK=0 の値が内部伝搬して
NAND(1)の出力を再び
[1]=1 とします。再び、
[1]=[2]=1 となり、内部状態
には、変化はありません。
(Q,invQ)=(1,0)を維持します。

/1 /1

Δt = 0.3以上で RSFF( ) は動作する。
Δt = 0.4 の場合
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NAND型Flip-Flop回路 RSFF(  )の動作解析

計算結果 ( outRSFF_1.txt ) の説明

時刻が奇数整数の場合
周期的に CK=1 になりますが
S=1 のままなので、内部状態
に変化はありません。

(Q,invQ)=(1,0) を維持します。

/1 /1

Δt = 0.3以上で RSFF( ) は動作する。
Δt = 0.4 の場合
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NAND型Flip-Flop回路 RSFF(  )の動作解析

計算結果 ( outRSFF_1.txt ) の説明

S=0 になりました。

S=R=0  ですのでCKの値に関係なく
内部状態には変化はありません。

(Q,invQ)=(1,0) を維持します。
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Δt = 0.3以上で RSFF( ) は動作する。
Δt = 0.4 の場合
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NAND型Flip-Flop回路 RSFF(  )の動作解析

計算結果 ( outRSFF_1.txt ) の説明

今度は、R=1 になりました。
CK=0  なのでまだ内部状態に
は変化はありません。

[2]=1 のままです。

(Q,invQ)=(1,0) を維持します。
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Δt = 0.3以上で RSFF( ) は動作する。
Δt = 0.4 の場合
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NAND型Flip-Flop回路 RSFF(  )の動作解析

計算結果 ( outRSFF_1.txt ) の説明

CK=1 となり 、NAND(2)回路の
出力[2]に信号が伝搬しますが、
この時点ではまだNAND(2)回路
にGate遅延があるので 出力は
[2]=1 のままです。

(Q,invQ)=(1,0) を維持します。
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Δt = 0.3以上で RSFF( ) は動作する。
Δt = 0.4 の場合
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NAND型Flip-Flop回路 RSFF(  )の動作解析

計算結果 ( outRSFF_1.txt ) の説明

CK=1 の値が、NAND(2)回路の
出力[2]  に信号が伝搬しました。
[2]=0 となります。

まだNAND(3)回路とNAND(4)回路
の出力には遅延があるので信号
は伝搬していません。

まだ(Q,invQ)=(1,0) を維持します。

/1 /1

Δt = 0.3以上で RSFF( ) は動作する。
Δt = 0.4 の場合
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NAND型Flip-Flop回路 RSFF(  )の動作解析

計算結果 ( outRSFF_1.txt ) の説明

NAND(4)回路の出力 invQ が
ここでやっと遅延していた信号が
伝搬して invQ=1 となります。

NAND(3)回路の出力には、まだ
遅延があるので信号は伝搬して
いません。

瞬間的に (Q,invQ)=(1,1) と
なっていますが、NAND(3)回路
の遅延時間が過ぎるとすぐに
最終値の (Q,invQ)=(0,1) に
なります。

/1 /1

Δt = 0.3以上で RSFF( ) は動作する。
Δt = 0.4 の場合
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time CK S R Q     invQ QQ  invQQ [1]     [2]

NAND型Flip-Flop回路 RSFF(  )の動作解析

計算結果 ( outRSFF_1.txt ) の説明

NAND(3)回路の遅延時間が
過ぎたのでNAND(3)回路の
出力Q  が Q=0 となります。
最終値の (Q,invQ)=(0,1)
になりました。

CK パルスの幅はここでも
少なくともこの伝搬遅延時間
が終了する迄の、少なくとも
Δt=0.4が必要となります。

/1 /1

Δt = 0.3以上で RSFF( ) は動作する。
Δt = 0.4 の場合
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time CK S R Q     invQ QQ  invQQ [1]     [2]

NAND型Flip-Flop回路 RSFF(  )の動作解析

計算結果 ( outRSFF_1.txt ) の説明

CK=0 となり入力信号(R,S) が
切断されます。

まだNAND(2)回路のGate遅延
がありますので[2]=0 ですが
すぐに次の瞬間に[2]=1 になり
ます。

出力値は (Q,invQ)=(0,1) の
ままです

/1 /1

Δt = 0.3以上で RSFF( ) は動作する。
Δt = 0.4 の場合
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time CK S R Q     invQ QQ  invQQ [1]     [2]

NAND型Flip-Flop回路 RSFF(  )の動作解析

計算結果 ( outRSFF_1.txt ) の説明

NAND(2)回路のGate遅延が
終わり、 [2]=1  になりました。

これで最終安定状態となります。

(Q,invQ)=(0,1) を維持します。

/1 /1

Δt = 0.3以上で RSFF( ) は動作する。
Δt = 0.4 の場合
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time CK S R Q     invQ QQ  invQQ [1]     [2]

NAND型Flip-Flop回路 RSFF(  )の動作解析

計算結果 ( outRSFF_1.txt ) の説明

再び S=1 となり、 その後
CK=1 となり、Q=1となります。

/1 /1

Δt = 0.3以上で RSFF( ) は動作する。
Δt = 0.4 の場合
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time CK S R Q     invQ QQ  invQQ [1]     [2]

NAND型Flip-Flop回路 RSFF(  )の動作解析

計算結果 ( outRSFF_1.txt ) の説明

今度は R=1 となり、
その後 CK=1 となり、
Q=0 ; invQ=1  となります。

/1 /1

Δt = 0.3以上で RSFF( ) は動作する。
Δt = 0.4 の場合
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time CK S R Q     invQ QQ  invQQ [1]     [2]

NAND型Flip-Flop回路 RSFF(  )の動作解析

計算結果 ( outRSFF_1.txt ) の説明

再び S=1 となり、 その後
CK=1 となり、Q=1となります。

/1 /1

Δt = 0.3以上で RSFF( ) は動作する。
Δt = 0.4 の場合
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time CK S R Q     invQ QQ  invQQ [1]     [2]

NAND型Flip-Flop回路 RSFF(  )の動作解析

計算結果 ( outRSFF_1.txt ) の説明

再び、R=1 となり、
その後 CK=1 となり、
Q=0; invQ=1  となります。

/1 /1

Δt = 0.3以上で RSFF( ) は動作する。
Δt = 0.4 の場合
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time CK S R Q     invQ QQ  invQQ [1]     [2]

NAND型Flip-Flop回路 RSFF(  )の動作解析

計算結果 ( outRSFF_1.txt ) の説明

再び S=1 となり、 その後
CK=1 となり、Q=1となります。

/1 /1

Δt = 0.3以上で RSFF( ) は動作する。
Δt = 0.4 の場合
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time CK S R Q     invQ QQ  invQQ [1]     [2]

NAND型Flip-Flop回路 RSFF(  )の動作解析

計算結果 ( outRSFF_1.txt ) の説明

そこでわざと、 S=R=1 として
みました。まだ CK=0 なので
S=R=1 の値は内部に取り込
まれていません。

/1 /1

Δt = 0.3以上で RSFF( ) は動作する。
Δt = 0.4 の場合
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time CK S R Q     invQ QQ  invQQ [1]     [2]

NAND型Flip-Flop回路 RSFF(  )の動作解析

計算結果 ( outRSFF_1.txt ) の説明

CK=1 となりました。
S=R=1 の値が内部に
取り込まれました。

/1 /1

Δt = 0.3以上で RSFF( ) は動作する。
Δt = 0.4 の場合
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time CK S R Q     invQ QQ  invQQ [1]     [2]

NAND型Flip-Flop回路 RSFF(  )の動作解析

計算結果 ( outRSFF_1.txt ) の説明

[1]=[2]=0 となります。

/1 /1

Δt = 0.3以上で RSFF( ) は動作する。
Δt = 0.4 の場合
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time CK S R Q     invQ QQ  invQQ [1]     [2]

NAND型Flip-Flop回路 RSFF(  )の動作解析

計算結果 ( outRSFF_1.txt ) の説明

invQ=1 となります。

これで、Q=invQ=1 
となります。

/1 /11       1

Δt = 0.3以上で RSFF( ) は動作する。
Δt = 0.4 の場合
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time CK S R Q     invQ QQ  invQQ [1]     [2]

NAND型Flip-Flop回路 RSFF(  )の動作解析

計算結果 ( outRSFF_1.txt ) の説明

CK=0 となります。

/1 /11       1

Δt = 0.3以上で RSFF( ) は動作する。
Δt = 0.4 の場合
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time CK S R Q     invQ QQ  invQQ [1]     [2]

NAND型Flip-Flop回路 RSFF(  )の動作解析

計算結果 ( outRSFF_1.txt ) の説明

[1]=[2]=1 となります。

/1 /11       1

Δt = 0.3以上で RSFF( ) は動作する。
Δt = 0.4 の場合
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time CK S R Q     invQ QQ  invQQ [1]     [2]

NAND型Flip-Flop回路 RSFF(  )の動作解析

計算結果 ( outRSFF_1.txt ) の説明

Q=invQ=0 となります。

Δt = 0.3以上で RSFF( ) は動作する。
Δt = 0.4 の場合
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time CK S R Q     invQ QQ  invQQ [1]     [2]

NAND型Flip-Flop回路 RSFF(  )の動作解析

計算結果 ( outRSFF_1.txt ) の説明

Q=invQ=1 となります。

/1 /11       1

Δt = 0.3以上で RSFF( ) は動作する。
Δt = 0.4 の場合
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time CK S R Q     invQ QQ  invQQ [1]     [2]

NAND型Flip-Flop回路 RSFF(  )の動作解析

計算結果 ( outRSFF_1.txt ) の説明

Q=invQ=0 となります。

このままではずっと
Q=invQ=0 の状態と
Q=invQ=1 の状態を
永遠に繰り返す状態、
すなわち発振状態と
なります。

Δt = 0.3以上で RSFF( ) は動作する。
Δt = 0.4 の場合
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time CK S R Q     invQ QQ  invQQ [1]     [2]

NAND型Flip-Flop回路 RSFF(  )の動作解析

計算結果 ( outRSFF_1.txt ) の説明

正常な入力信号
CK=S=1;R=0 のとなり、
これでやっと発振
状態から解放される
ことになります。

/1 /1

Δt = 0.3以上で RSFF( ) は動作する。
Δt = 0.4 の場合
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time CK S R Q     invQ QQ  invQQ [1]     [2]

NAND型Flip-Flop回路 RSFF(  )の動作解析

計算結果 ( outRSFF_1.txt ) の説明

NAND(1)の出力が
[1]=0 となりました。

/1 /1

Δt = 0.3以上で RSFF( ) は動作する。
Δt = 0.4 の場合
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time CK S R Q     invQ QQ  invQQ [1]     [2]

NAND型Flip-Flop回路 RSFF(  )の動作解析

計算結果 ( outRSFF_1.txt ) の説明

NAND(4)の出力が
invQ=0 となりました。

これで出力が
Q=1; invQ=0  となり
正常状態になりました。

/1 /1

Δt = 0.3以上で RSFF( ) は動作する。
Δt = 0.4 の場合
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time CK S R Q     invQ QQ  invQQ [1]     [2]

NAND型Flip-Flop回路 RSFF(  )の動作解析

計算結果 ( outRSFF_1.txt ) の説明

再び R=1 となり、 その後
CK=1 となり、Q=0  ; invQ=1
となります。

/1 /1

Δt = 0.3以上で RSFF( ) は動作する。
Δt = 0.4 の場合
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time CK S R Q     invQ QQ  invQQ [1]     [2]

NAND型Flip-Flop回路 RSFF(  )の動作解析

計算結果 ( outRSFF_1.txt ) の説明

再び S=1 となり、 その後
CK=1 となり、Q=1  ; invQ=0
となります。

/1 /1

Δt = 0.3以上で RSFF( ) は動作する。
Δt = 0.4 の場合
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time CK S R Q     invQ QQ  invQQ [1]     [2]

NAND型Flip-Flop回路 RSFF(  )の動作解析

計算結果 ( outRSFF_1.txt ) の説明

再び R=1 となり、 その後
CK=1 となり、Q=0  ; invQ=1
となります。

/1 /1

Δt = 0.3以上で RSFF( ) は動作する。
Δt = 0.4 の場合
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time CK S R Q     invQ QQ  invQQ [1]     [2]

NAND型Flip-Flop回路 RSFF(  )の動作解析

計算結果 ( outRSFF_1.txt ) の説明

そこで再びわざと、 S=R=1 と
しました。まだ CK=0 なので
S=R=1 の値は内部に取り込
まれていません。

/1 /1

Δt = 0.3以上で RSFF( ) は動作する。
Δt = 0.4 の場合



1

1

1
0

0

=1 

1

1

=1
(1)

(2)

(3)

(4)

time CK S R Q     invQ QQ  invQQ [1]     [2]

NAND型Flip-Flop回路 RSFF(  )の動作解析

計算結果 ( outRSFF_1.txt ) の説明

CK=1 となり、S=R=1 の値
が内部に取り込まれました。

/1 /1

Δt = 0.3以上で RSFF( ) は動作する。
Δt = 0.4 の場合
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time CK S R Q     invQ QQ  invQQ [1]     [2]

NAND型Flip-Flop回路 RSFF(  )の動作解析

計算結果 ( outRSFF_1.txt ) の説明

[1]=[2]=0 となりました。

/1 /1

Δt = 0.3以上で RSFF( ) は動作する。
Δt = 0.4 の場合
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time CK S R Q     invQ QQ  invQQ [1]     [2]

NAND型Flip-Flop回路 RSFF(  )の動作解析

計算結果 ( outRSFF_1.txt ) の説明

Q=invQ=1 となり、以後
(1,1) と(0,0) を繰り返し
発振状態となります。

/1 /11       1

Δt = 0.3以上で RSFF( ) は動作する。
Δt = 0.4 の場合
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time CK S R Q     invQ QQ  invQQ [1]     [2]

NAND型Flip-Flop回路 RSFF(  )の動作解析

計算結果 ( outRSFF_1.txt ) の説明

Q=invQ=0 となり、以後
(1,1) と(0,0) を繰り返し
発振状態となります。

Δt = 0.3以上で RSFF( ) は動作する。
Δt = 0.4 の場合
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time CK S R Q     invQ QQ  invQQ [1]     [2]

NAND型Flip-Flop回路 RSFF(  )の動作解析

計算結果 ( outRSFF_1.txt ) の説明

Q=invQ=1 となり、以後
(1,1) と(0,0) を繰り返し
発振状態となります。

/1 /11       1

Δt = 0.3以上で RSFF( ) は動作する。
Δt = 0.4 の場合
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time CK S R Q     invQ QQ  invQQ [1]     [2]

NAND型Flip-Flop回路 RSFF(  )の動作解析

計算結果 ( outRSFF_1.txt ) の説明

再び R=1 となり、 その後
CK=1 となり、Q=0 ; invQ=1
となり、正常状態に戻ります。

/1 /1

Δt = 0.3以上で RSFF( ) は動作する。
Δt = 0.4 の場合


